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私の希望(私の遺言) 

 

【 私 が 、 再 度 、 脳 梗 塞 に な っ た 場 合 】 ７５歳 

【 原 則 、 手 術 は し た く あ り ま せ ん 】  

し か し 、 状 況 に よ り ま す 。  

↓   ↓   ↓  

① 脳梗塞て倒れて、救急搬送され、意識なく緊急に手術が必要な場合 ( 命に係わる

一刻も猶予がない場合！！ ) ⇒手術は必然 ( １００%医師の判断となります )  

 

② 脳梗塞になり意識がはっきりとしている場合で、その時点で、歴然とした後遺症

が、見当たらない場合⇒手術は、したくありません。 ( ４回ともこれでした )  

 

③ 脳梗塞になり、意識があるものの、その時点で、明らかなる重度の障害がある場

合⇒年齢的な面もふまえて、どうするか、検討しますが、９０%は、手術はした

くないです。 

今まで、４回脳梗塞になりましたが、すべてが②です。一度も意識を失ったことはあ

りません ( １０分ぐらい意識混濁となりましたが ) 。かつ、集中治療室に入ったこと

はありません。画像的には、かなり重度ですが、ある意味元気でした。 ( 過去の診断

書あり )  

と い う こ と で 、 状 況 に 応 じ て 「 臨 機 応 変 」

に な る と 思 い ま す 。  
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